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■ 先生方と施工総研とのかかわり ■

今田　ࢲは 1960 年に建設省に入り，研究所に
ଐになったときに༩えられたςーマは「トンωルの
というです。ͪΐうͲ໊ਆのトンωルの建設「ؾ
が࢝·ったこΖで，1958 年に関トンωルが開௨し
·した。関トンωルのؾはΞϝリΧのख๏によっ
て設ܭし·したが，それが使えないことがかって，

զがࠃಠ自のؾの設ܭ๏を作らなけれならないと
いうࠩしഭった時期でした。この研究はͲの͘らい自
動車の排出ガスが出るのか，トンωルの中を自動車が
௨るとͲΜなӨڹが出るのかをゼロから調্͛なけ
れいけないというのでしたが，トンωルのؾは
自動車のことをߟえなけれいけ·ͤΜから機械とີ
な関があり·す。時の建設機械化研究所にはΤ
ンδンの性能試験をする施設が作られ·したので，そ
の施設を使ってԿか一ॹにらないかといΖいΖίン
タクトをऔったهԱがあり·す。

そのޙは，研究所のཱであるいは大ֶのཱ
で，·たࠓはސというཱでトンωルに関Θる様ʑ
なςーマにͭいて，施工૯研がา·れたこととඇৗに
ਂ͘ີに関Θってきたというのが実ײです。
魚本　ࢲは 1971 年のଔ業ですが，ࢲはととࠃ࢛
のѪඤの出ですから本भࠃ࢛࿈བྷڮをりたいとい
うࢥいでゼωίンに行き·した。大ֶにってから
ͣっとίンクリートかりってい·すが，一൪ҹ
にっているのはプレパックドίンクリートに関する
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݅です。ଔをっているときにプレパックドίンク
リートの実験をݟて，こΜなり方でίンクリートが
ଧてるΜͩということをॳめてり·した。そのޙ，
施工૯研をͤݟてらったら，実大にۙいので
られているので，っとす͝いことがよ͘かり·し
た。

本भࠃ࢛࿈བྷڮのような工ࣄでは，۷をするにし
てԿをするにして，とてͭな͘大きな機械を使
うのですから，それはඇৗに面നい。実大規に
ۙいのでษڧをさͤてらうというҙຯで施工૯研
とはこのࠒからお付き合いをさͤてらってい·す。
Ҏདྷ，ࢲは施工૯研とはҕһ会等でいΖいΖおखい
をさͤていたͩいている࣍第です。
三木　施工૯研とのかかΘりは，̡ 元所のʳ三୩ઌ
ੜを除いてはޠれ·ͤΜ。昭和 43 年ͩとࢥい·すが，
三୩ઌੜが東工大にඇৗۈ講ࢣでདྷられてい·した。
講໊ٛは「機械化施工」ですが，機械化施工のは΄
とΜͲされ·ͤΜ。΄とΜͲが技術ऀはͲうある
きかをͣっとしΌられ·した。ຖ回そのことを
しΌってؼっていかれ·すが，大変ษڧになるत業
でした。݁局，三୩ઌੜは 20 年をえて東工大のඇ
ৗۈ講ࢣをされ·した。ޙ࠷のこΖは講ٛのタイトル
は「技術ऀのྙཧ」にし·した。東工大のの
ଔ業ੜにとってΈれ本のҙຯのお͡です。

のർ࿑を研究してい·しߏって߯は大ֶにࢲ
た。そのこΖに本࢛架ڮのർ࿑ٱ性の研究が࢝·り，
400 トンの大型ർ࿑試験機が導入され·した。ここに
三୩ઌੜが関Θってい·す。本࢛の研究は໌ੴ大ڮ
がऴΘるこΖ·で 20 年間ଓき·した。これはੈք࠷
大のർ࿑試験です。そのࢲ，ޙいΖいΖなࡍࠃతな
。てトップですݟをってき·したが，Ͳこからࣄ
これはあるҙຯではੈքの༹ߏのർ࿑を引っுっ
たとݴえ·す。大変ラッキーなࣄを一ॹにさͤてい
たͩき·した。

それから 1980 年ͩったとࢥい·すが，ಥ，

三୩ઌੜがのとこΖにΈえて，「東໊高速におかし
なことがىきているから付き合え」とݴΘれ·した。
で֮えてい·す。現に行͘と，確かにർ࿑き྾ࠓ
が出ているのです。そのޙ 10 年Ҏ্，東京第一ཧ
局の中のർ࿑き྾，ർ࿑対ࡦをͣっとり·した。三
୩ઌੜのͭながりで本࢛のർ࿑をり，道路公団のർ
࿑をってき·した。東໊は道路ڮのർ࿑のݪのよ
うなܦ験でした。そのޙ，ट高速の߯製٭ڮの
߯চ൛のにͭながってきてい·す。

た·た·三୩ઌੜにおにֻかり，た·た·ർ࿑の
研究を࢝めたことからࢲ自の研究のの多͘の෦
は機械化研究所の中でってきたという関Θりです。
というΘけで，ࢲは施工૯研とはなかなかݺびに͘い
ですͶ。
建山　ͪΐうͲ 30 年前ͩとࢥい·す。ࢲは大ֶӃの
ത࢜՝ఔにࡏ੶していてത࢜จをॻ͘ということ
で，Ըࢣのിઌੜから「కݻめ」というςーマを༩え
ていたͩき·した。ിઌੜは建設機械のઌੜでしたか
ら「建設機械がらΈのకݻめ」をςーマにしようとい
うことになったのですが，時はకݻめ機械のバリ
Τーションが૿え出したࠒであったことあり，ࣨ
のプロクター試験と現で機械を使って行うకݻめと
の関を調ようということになり·した。そこで，
あͪこͪの現におئいしてデータ採りをさͤていた
ͩいたのですが，なかなかデータのがՔ͛な͘て
っていたときに，あるਓに「建設機械化研究所に行ࠔ
けデータがいっͺいあるͧ」とݴΘれ·した。そこ
でい合ΘͤてΈると，ϝーΧーが新しいకݻめの機
械を出すと研究所にࠐͪ࣋Μで性能試験を行い，同͡
を使って同͡方๏でకݻめ試験を行い，機械͝との
కݻめ能力をධՁしているということでした。時，
研究所にはࠜ本さΜといΘれる研究һの方がおられ，
その方が୲をされて 100 種Ҏ্のకݻめ機械の性能
試験݁Ռが報ࠂॻとして整ཧされてい·した。ࠜ本さ
Μは，「プロフΣッショφル」というݴ༿がこれ΄Ͳ
合うਓはいないという͙らい৬ਓഽの方で，機械のࣅ
కݻめ性能試験をపఈతにਫ਼៛に行っておられ·し
た。このため，データの৴頼性というでは，ᘳな
報ࠂॻで，ࢲにとってはそれらがๅのࢁのようにࢥえ
·した。そのデータのおか͛でത࢜จをॻ͘ことが
でき，·た，そのޙこのデータをいΖいΖなకݻめ
の研究に׆用さͤていたͩいてき·した。施工૯研で
は 50 年にΘたって，ここでしか採れないデータを多
採っておられるとࢥい·す。ੋඇそういったデータ
׆用していたͩけるとありがたいとࢥってい·す。

Ҏདྷ，ࢲは施工૯研とお付き合いをさͤていたͩき，
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は報化施工等のςーマで͝一ॹさͤていたͩいۙ࠷
てい·す。

■ 施工技術のこれから ■

見波　施工技術૯合研究所がཱされた昭和 39 年ࠒ
のզがࠃは，高度成期のਅっ中にあり，そのޙ現
るࢸにࡏ 50 年の間にࣾ会ڥ大き͘変化し·した。
施工技術のがͲのような方向を向いている，ޙࠓ
のか，֤ઌੜのޚઐにͭいておߟえをおいし
·す。

機械・技術の進歩で山岳トンネル・シールドトンネル
の融合化，全地質対応型の掘削技術へ

今田　トンωル技術は，ೈऑな地൫に対する技術とࢁ
い地൫に対する技術のೋͭにけられて発లしݻ，ַ
てきたྲྀれがあり·す。

トンωルの技術にͭいては，大空間をַͭ͘ࢁͣ·
る，できるͩけ大きなஅ面にして施工するというྲྀれ
で発లしてき·した。かͭては，地࣭がѱい合，அ
面をখさ͘して۷り，それをͭな͗合Θͤて大きなஅ
面にするというり方ͩったΘけですが，ࠓは地ࢁを
して大きなஅ面にしてるという技術に変Θってڧิ
きてい·す。この 20 年͙らいそういう方向はඇৗに
ஶになってきており，ੲは日本のような変化の大きݦ
い地࣭では，全அ面工๏は道路トンωル規にはແཧ
ͩΖう，そΜなことをߟえるのはඇৗࣝͩといΘれて
きたΘけですが，現ࡏでは地࣭がѱ͘なれなる΄Ͳ
大きなஅ面にする，地ࢁの΄うをิڧして大きなஅ面
にして，அ面をできるͩけૣ͘クローζさͤてし·う，
·いてし·う，安ఆさͤてし·うという方๏でਐめר
す。ੲのৗࣝがࠓはඇৗࣝになっているのͩΖうとࢥ
い·す。

シールドトンωル工๏にͭいては，日本でີด型
シールドが開発され·した。Ϥーロッパでそういう
研究をってい·したが，Ϥーロッパではૣい時期に
ͪΐっとってఘめてし·い，なかなかଓきしな
かったのですが，日本はԿしΖ地࣭がѱ͘，しか
෦のトンωルがあることから，Ͳうして安ఆな۷ࢢ
をしなけれいけないということでີด型シールド
を開発し·した。ີด型シールドはటਫ式と圧式が
あり·すが，圧シールドは۷した࠭でӋの安
ఆをอͭという技術で，これはੈքでඇৗに多͘使Θ
れており，日本の技術がੈքのࢢトンωルの技術を
リードしている状گになってい·す。ۙ࠷では，ַࢁ
トンωルでは TBM（トンωル・Ϙーリング・マシン）
で۷ること多いΘけですが，TBM のに圧
式のߟえ方がࠐͪ࣋·れている時になってきてい·
す。

ޙࠓ 50 年のトンωルをߟえてΈるとͲうなのか。
これは·るっきりてͣっΆうのですが，ڪら͘ࢁ
ַトンωル工๏とかシールドトンωル工๏の۠はな
͘なるのではないか，とࢥい·す。ַࢁトンωル工๏
では，N"TM と TBM に大ผされ·すが，圧シー
ルドなͲの機械がさらにਐาしたり，Ӌの安ఆ化技
術がਐาすると，それらが༥合して一ͭの全地࣭対応
型の技術に向かってい͘のͩΖうとࢥい·す。

シールドトンωルのでは，自動۷ਐをΖうと
，えす͙れるような技術にはなってい·す。たͩࢥ
らないのはなͥかというとおۚがֻかるということ
ͩとࢥい·す。これからਓがগな͘なっていき，建設
のきͭいࣄをるਓがগな͘なって͘ると自動化は
·す·すਐΉのではないかとߟえ·す。そうすると
TBM 化，全自動化の方向で技術がͲΜͲΜ発ୡして
い͘のではないかと期してい·す。

トンωルはඇৗにֶࡍతなです。地࣭工ֶ，
工ֶ，機械工ֶ，それͧれのでগしͣͭਐาし
ていって࠷ऴతな形として全地࣭対応型の۷技術が
確ཱされてい͘のではないかと大෩࿊ෑを広͛てΈた
いとࢥい·す。

橋梁は世界に向けて展開できる技術開発を
メンテナンスは冷静な目で何が正しい技術かを見る
ことが大切

三木　ࢲが大ֶを出た 1970 年，ࡐྉ開発から製作か
ら施工から全てが本࢛架ڮを向いてい·した。その݁
ՌԿがىきたかをগしߟえた方がいいͩΖうとࢥって
い·す。大ڮの建設にͭいては，ੈքతなレϕル·
でい付いたのがށ大ڮで，໌ੴ海ڦ大ڮでੈք一
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になった。たͩੈք一になってԿ年ͭܦのかというこ
とあるし，このあたりはよ͘ߟえた方がいい。

໌ੴ海ڦ大ڮが開௨する前にʰ&N3（Τンδχ
Ξリング・χϡース・レίード）ɦ に໌ੴ海ڦ大ڮಛ
集があり·した。ੋඇこれを͝ཡになるといいとࢥい
·す。タイトルが「δϡΤル・ブリッδ」で「ๅੴڮ」
です。そこでԿをݴっているかというと，時開௨し
たグレートϕルトと工期・工අの面，設ܭ体制，全て
にͭいてൺֱしてい·すが，݁は，日本はδϡΤル

（ๅੴ）のようなڮをͭ͘ったではないか，໊ 前「パー
ルブリッδ」とݴうらしいということでऴΘってい·
すが，このあたりは大変ҹにったࣄهです。いい
をͭ͘る，そこにいったことは確かですが，高ίスڮ
ト体࣭になってい·す。そのこΖからࢲはいΖいΖな
とこΖに，ྫえ m2 たりのڮྊ୯Ձはزらかとい
うࣄهをॻき࢝め·したが，はっきりݴってΞϝリΧ
の 2 ഒ，3 ഒのίストでڮをͭ͘っていることは間ҧ
いないです。

その݁Ռとして海֎ల開ができてい·ͤΜ。ࠃで
Ͳれ͘らいの工ࣄがあるか，ڮྊプロδΣクトが出る
のかとのٞあり·すが，一า֎に出れのす͝
͘あるΘけです。ͭいこの間·でバンίクにຖ月 1 ि
間΄Ͳい·したが，いΖいΖなχϡースが入ってき·
す。͘ڻ΄Ͳた͘さΜのプロδΣクトが動こうとして
いるΘけですが，೦ながらこういうとこΖで日本が
OD" を֎してऔれたプロδΣクトは΄とΜͲないの
ではないかというؾがし·す。高ίスト体࣭であり，
現地に合Θͤてってい͘ことができなかったのでは
ないかとࢥい·す。ڮྊにݶらͣ，ੈ քにల開できる，
海֎ల開できる，ΞδΞにల開できる，これからのॏ
Օ所はΞフリΧͩそうですが，ΞフリΧあたりで
ల開できるような技術を࣋っていないとう·͘いかな
い。ྫえ，+*C" ઐՈとして海֎に出てい·すが，
日本の高ίスト体࣭のΤンδχΞリングをࠐͪ࣋Μで
いってなかなかう·͘いかないというؾがし·す。

としてはっࢲ，の՝としてޙࠓにབྷΉܭը・設ܭ
と中খڮྊにを向け，ੈքに向けてల開できる技術
開発が一ͭのςーマかというؾがし·す。

ϝンςφンスにͭいてですが，ΞϝリΧは 1920 年
のχϡーディールࡦのときにいっͺい作ったの
が 50 年͙らいͭܦとこΖでいΖいΖがىきてき
た。日本でͪΐうͲ同͡ような格で 1960 年，
1970 年に作ったڮにがىきてきて，ࢲ自は「ਓ
間と同͡で成ਓපが出࢝めた」というݴい方をしてい
·す。ܾして「ٺ化」というݴ༿をࢲのपりでは使
Θͣ，「ܦ年ྼ化が出࢝め·した」とݴってい·す。

実は道路ࣔڮ方ॻには設ڙܭ用期間がॻいてい·ͤ
Μ。ٺ化といってͲのఔ度がඪ४かがΘからない
のです。2002 年の道路ࣔڮ方ॻのվగのときにڙ用
期間をඪとして 100 年にし·しΐうとఏҊし·した
が，֎され·した。う一ͭは，ർ࿑設ܭૣա͗る
と٫Լされ·した。

ϝンςφンスにͭいていΖいΖな技術開発があるΘ
けですが，一൪大なのは実態をѲすることͩとࢥ
い·す。ݕをし，அをすることです。「ੈ࣍イ
ンフラݕシスςムの研究開発」が 4*1（ઓུతイϊ
ϕーションプログラム）としてऔり্͛られたこ
とは大変いいことで，いΖいΖなఏҊが出てきてい·
す。ࢲはࠓ回はっきりࣔされたように，ۙࢹを 5
年に 1 回，技術のあるਓ間が行うことが全てͩΖうと
ってい·す。この間ࢥ 4*1 のҕһ会で，「ロϘット
がݟたからといってނࣄをىこして୭ڐし·ͤ
Μ。ϕースは技術のあるਓ間のۙͩࢹ」とਃし্
͛·した。いいఏҊがいっͺい出てきてい·すが，ྫྷ
੩にをݟるきͩと，その্で一体զʑはͲこに
ಥっࠐΜでい͘のか。こういうҙຯではࣾ会の関৺が
高·っているΘけですから，このチϟンスをಀすこと
はあり·ͤΜ。技術ऀは新しい技術に対して৺
ではないとݴΘれるのࠔるΘけで，ੋඇऔり入れて
いきたいとࢥい·すが，զʑがらなけれいけない
のはྫྷ੩なでԿが正しい技術かをݟてい͘ことͩΖ
うとࢥい·す。

コンクリートは検査以上に対処方法が大事
構造物が駄目になったときの対応策の研究が必要

魚本　ࢲがֶੜ時にԸࢣからίンクリートをڭΘっ
たとき，「߯ߏは৯とのઓいで大変ͩ。ߏの
はあるが，それҎ্に化ֶとかిؾ化ֶをษڧしな
いと対応できない。それにൺるとίンクリートには
大きなはない」というから࢝·り·した。時
のࣔ方ॻでٱ性というにݴ及しているのは，ࠓ



1�7建設機械施工 Vol.67　No.3　March　2015

になっているような෦のమےの৯ΞルΧリ
応等ʑは΄とΜͲな͘て，あったのはർ࿑ࡐࠎ
とౚ݁༥ղが多͘，あとはԹઘ地ଳ等ʑで発ੜするよ
うな化ֶతなが一൪大ͩࣄ，というでした。と
こΖが研究ऀとして大ֶにって͘ると，そのޙにい
ΖいΖなことがىこって，こΜなはͣではなかったと
いう͙らいにいΖいΖながىこり·した。ίンク
リートはർ࿑ݶքとౚ݁༥ղのに対応すれྑい
とࢥっていたのが，実はそうではな͘，ࡐྉ施工が
いΖいΖ変Θってきたので，それに対してͲう対応す
るかということがॏ要なでした。࠷ॳのうͪはͲ
うしてίンクリートはྼ化しないというͪ࣋ؾがઌ
にあるので，対応できるとࢥっていてそうではない
ことが出てきた。これらのにͲのように対ॲする
かを໌らかにするために，研究なり対ࡦなりがいΖい
ΖਐΜできたというのが現状ͩΖうとࢥい·す。ޙࠓ
のことをߟえると，これから種ʑのྼ化等が出
て͘るでしΐうが，大ࣄなのはそういうのに対して
Ͳう対ॲするかということです。

研究機関のਓとをすると，ҡ࣋ཧのの中で
研究ऀはݕ査，ಛにඇഁյݕ査がす͘͝きです。そ
れはいいのですが，ࢲからݟると，それҎ্に大ࣄな
のはし方です。ਓ間ドックに行͘と CT スキϟンな
Ͳの装置でৄࡉにݕ査し·す。そのޙͲうするかとい
うと，ݥةな෦Ґは除し·しΐうというになり，
ྫえඓから機ثを入れるͩけで対応できるというよ
うな技術がͲΜͲΜできてい·す。とこΖが，ίンク
リートの合は෦に空ಎがあるとか，߯ࡐが৯し
ていることがかって，それをͲうするのかという
技術がないのです。これをっていかないと，ૣいう
ͪから৯をࢭめるというのができない。Ͳうすの
かという研究をらないと，৯Օ所のఆのҙຯが
な͘なってし·うのではないかというؾがし·す。こ
れかららなけれならないのは，ڪら͘Ͳこかがବ
になっていったときにͲう対応するかということを
౿·えた্でのݕ査をし，対ॲ方๏を開発することͩ
とࢥい·す。

建をյしたりするө૾をよ͘ݟかけ·すが，յし
方ͪΌΜと研究したらいいとࢥってい·す。日本の
ߏは，ઌ΄Ͳ三ઌੜがݴΘれたようにण໋
という概೦がな͘，Ӭٱతに大ৎͩということが
前ఏになっているので，ବになったときの対応ࡦに
ͭいて技術తにはඇৗにレϕルが低いとࢥってい·
す。このような技術開発を積ۃతにਪਐして，できれ
ੈޙのਓたͪにこうれྑいとͪΌΜとえてお
͘ことがこれから一൪大ࣄなことになるのではないか

とࢥってい·す。そのためのいい機械を作れれっ
とྑいとࢥっている࣍第です。

建設ロボット，情報化施工による省力化・効率化
新技術の導入を前提とした基準，設計，施工が必要

建山　建設における՝の一ͭに「࿑ಇ力ෆ」
があり·す。ۙ࠷，東北の෮ڵ，オリンϐックを߇
えて関東の࠶整備等ʑで工ࣄが૿えているためਓखෆ
がݦஶになってい·すが，この状گは一時తなの
で，2020 年のオリンϐックがऴΘると元にるとい
うݟ方されてい·す。しかしながら，ਓޱ౷ऀֶܭ
の୩さΜのによると，「マクロతにݟると間ҧい
な͘日本の中で࿑ಇをࢧえるਓޱはこれからݮってい
͘。ಛに建設は年ྸの高いख़࿅技術ऀが多いߏ
になっているので，そのਓたͪがリタイΞしてい͘
ことをߟえると，2020 年Ҏ߱になれվળされると
いうではな͘て，これからさらにਂࠁなࣄ態になる」
ということでした。

一方，インフラはͲうかというと，公共ࢿがこれ
からͲうなるかかり·ͤΜが，গな͘と，ࠓ日お
が出ていたҡ࣋ཧをは͡め，一ఆのインフラ整備
がඞ要です。ਓ༧ࢉݶられてい͘中で安ఆతにࣾ
会にインフラをఏڙしてい͘ためには，ޙࠓ，省力化
効率化はઈ対にな͘てはならない技術ͩΖうとࢥっ
てい·す。そういうҙຯで建設ロϘット報化施工
をਪਐしてい͘きͩとࢥってい·す。

50 年前の日本は高度成期で，ͲΜͲΜインフラ
を作ってい͘時ͩったとࢥい·す。そういう時に
日本は，設ܭを体ܥ化して，施工をマχϡΞル化して，
効率తに一ఆ࣭のインフラを作ることのできる体制
をஙいてきたのͩとࢥい·す。ۃめて短期間に࣭の
ଗったインフラ整備ができてきたのは間ҧいな͘その
成Ռとݴえ·す。とこΖが，それをあ·りにきっͪり
作りա͗たことによるฐ出てきていると͡ײてい
·す。すなΘͪ，ج४マχϡΞルをॏࢹするがあ·
り，そこからൈけ出ͤな͘なってし·って，建設ロϘッ
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ト報化施工を導入しようとしてࠓ·でのج४
マχϡΞルの中でこれ·でਓ建設機械で行ってきた
ことをସతに *CT ロϘットにらͤるという使
い方になってし·う༁です。そうすると，建設ロϘッ
ト報化施工は本དྷ࣋っている能力をेに発شす
ることができないことになり·す。ޙࠓ，省力化・効
率化をਐめるためには，新しい技術の導入を前ఏとし
たج४ݕ査，施工๏のあり方，ߏの設ܭがඞ要
ͩと͡ײてい·す。

■ 施工総研への期待 ■

見波　施工૯研は大ֶࠃຽ間ا業の研究所とはҟ
なり，ࣾ団๏ਓというཱで様ʑな機関からの依頼を
डけてそれͧれの試験研究のおखいをさͤていたͩ
いてい·す。そういったҙຯでಛघな研究所であり，
その一方で，高いઐ性と研究施設を有している研究
所という自ෛあり·す。このような施工૯研のࠓ
。い·すࢥの期ࣤᄖܹྭなͲいたͩきたいとޙ

研究所同士の連携，機械と土木の支え合い
魚本　ࢲからݟると施工૯研は間であり·すしラ
イバルであり·す。खとखをܞえてう·͘このઌの
新しいల開を作れれいいとࢥってい·す。

研究所の合はܦඅの大が੫ۚで，施工૯研
とはかなりࣄがҧってい·す。研究所でΖう
とࢥっていてਓһのがいΖいΖあって，機械を
ઐとする研究ऀがͲΜͲΜݮってきていてඇৗに
తにいΖいΖ؟でෳ·ࠓ，ってい·す。そのためにࠔ
をݟられていたのがݟられな͘なってきたとこΖ
があり·す。そこで，施工૯研とう·͘らͤてら
うことで，ผなݟ方をΘれΘれ研究所としてはֶ
びたいし，そのためにはいΖいΖなことを一ॹにら
ͤてらえたらྑいͩΖうとࢥい·す。զʑはඅ用を
からいたͩいてい·すので，あるఔ度きͪΜとしたࠃ

プロδΣクトに্ཱͪ͛れ݁ߏなおۚを使うこと
可能になり·す。そういうときにう·͘施工૯研と࿈
。ってい·すࢥをめるとྑいのではないかとܞ

機械とは྆方でࢧえ合Θないとう·͘いかな
い。実ࡍにͩけあってできないし，作り方，յし
方ができないとବですから，施工૯研にはΘれΘれ
がෆಘखとなりͭͭある研究をさらにਐめていたͩ͘
ことを期してい·す。ྫえ，ແਓ化施工のような
は，ՐࢁではͲうするかとかਫ中ではͲうするか
とか，いΖいΖなを一ॹになってう·͘ってい
けるとྑいのではないかとࢥい·す。

第三者機関としての役割を期待
三木　ϝンςφンスののଓきになり·すが，平成
26 年 4 月に出されたࣾ会ࢿ本整備৹ٞ会道路Պ会
建ٞ「ޙ࠷のࠂܯ」の中にこͩΘって入れてらった
߲があり·す。それは技術開発な͘してう·͘いか
ないということです。技術開発はͲこがるかという
ことにこͩΘり·した。ຽ間がそれに向けて技術開発
をするようなڥ整備に入ってい·す。ࢲはݕ・
அにこͩΘってい·すが，ݸผ要ૉؚめてϝンςφ
ンスを大き͘ଊえるようなΈをͲこかでͭ͘らな
けれいけないというؾがしてい·す。それはͻΐっ
としたら施工૯研かしれ·ͤΜ。
（元所の）三୩ઌੜは第三ऀ機関としての研究所

にかなりこͩΘっておられ·した。Ϥーロッパにはイ
Ϊリスの༹研究所なͲ同種ののがかなりあり，そ
ういうのがඇৗにいいׂをしてい·す。これはࠃ
研でない，ຽ間でない，大ֶでない。それͧれ
研究なり技術開発の時間のスέールがҧい·す。大ֶ
はかなりいことっている。ࠃ研は大ֶよりはう
ͪΐっと短い。大ֶΈたいになったら多·ͣい。ຽ
間はརӹがなけれ，あるいはݟえてこなけれら
ない。そういう中でͲこかがきͪっとΞレンδίー
ディωートしていかないといけない。三୩ઌੜはそう
いうことをおっしΌった。ࢲ本に同ײです。施工
૯研は大きな施設を࣋っていることをΞドバンςーδ
にして，第三ۃ，要するにࠃ研，大ֶ，ຽ間とは全͘
ҧったスタイルの技術開発全体をΞレンδするよう
な機関として期してい·す。

情報化施工，ロボット，CIM の一体化に向かって
のリード役

建山　報化施工はಛにここ年は広がりをͤݟてい
·すが，それと同時に，ۙ࠷は C*M（ίンストラクショ
ン・インフΥϝーション・Ϟデリング），すなΘͪ，
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調査，設ܭ，施工，ҡ࣋ཧという一࿈のաఔで報
データを共有しながら，よりਫ਼៛にインフラ整備を
ਐめていこうというߟえ方が広がってい·す。·た，
建設ロϘットの導入に関して関৺が高·ってい·
す。これらは建設のではいͣれઌతな技術と
えたらいいのߟはͲうそれらの関，ۙ࠷。え·すݴ
かという࣭をよ͘डけ·すが，ࠓから 20 年͙ޙら
いઌの建設技術をߟえると，多そういった技術の۠
ผはな͘，一ͭの·と·ったઌਐతな建設技術がある
ͩけで，その中に報化施工ロϘット C*M 全
෦༹けࠐΜで一体としているのではないかとࢥい·
す。ઌ΄Ͳ，報化施工，C*M，建設ロϘットが広が
りͭͭあるとਃし্͛·したが，ࠓは，ΘれΘれは一
体化したকདྷの建設技術のあるଆ面ͩけをऔり出して
報化施工とか C*M とか建設ロϘットというٞを
しているのではないかとࢥい·す。しかしながら，建
設ロϘットとか報化施工はおޓいに技術の࿈ܞなͲ
出てきてい·すし，C*M と報化施工共有する
෦が出てきてい·すので，そΖそΖ 20 年ޙには一
体化しているであΖう建設技術をイϝーδして，そこ
から報化施工，C*M，建設ロϘットはͲうあるき
かをߟえていっていいのかとࢥってい·す。

このでは建設機械がີෆ可です。施工૯研
は建設機械に関する試験研究には年のྺ࢙と積が
あるΘけですから，そういったとこΖはͥͻઌ಄を
ってリードしていっていたͩけるとありがたいと
。ってい·すࢥ

泥臭い精神と高い技術力をアピールしてさらなる発
展を

今田　ࢲは施工૯研のސを年めさͤていたͩい
て෦のことをるཱにあり·す。こういうことを

うと大変ਃし༁ないですが，গしటषいです。自ݴ
の಄でߟえ，自ので調て，自のखで実験して
というこのਫ਼ਆはటषいが，一൪大なਫ਼ਆではない
かとࢥい·す。そのことがੈ間に·ͩられていない。
એがेされていないのではないでしΐうか。ੈ間
にってらっていないとこΖがあるのではないかと
日多͘の時間をׂいたϝンςφࠓい·す。ྫえࢥ
ンス，ҡ࣋ཧ，ݕというにͭいてトンωルで
同様のがあるΘけですが，ڪら͘施工૯研はそ
ういうのにࠓす͙にで対応できる技術を࣋ってい
·す。టषさの中にそういうことを 13 して，いい
৫を作っていってཉしいとࢥってい·す。

·た，ઌ΄Ͳ第三ۃというおがあり·したが，第
三ۃとしてӡӦしてい͘にしてۚがないとͲうしよ
うないΘけです。ऩ入をಘるඞ要があるΘけですか
ら，গしうかるച，うけることߟえながらਐ
Μでい͘ඞ要があるのではないかとࢥい·す。

施工૯研は機械とが༥合したۃめて高いϙςン
シϟルを࣋った৫ですから，このことをੈ間にཧղ
していたͩき，֎からのࢧԉಘながら発లしてら
いたいとࢥってい·す。

■ おわりに ■

見波　ઌੜ方にはࣔࠦにΜͩおをいたͩき，あり
がとう͟͝い·した。ઌੜ方のݴ༿の中に，「༥合」「࿈
りࢀといったようなキーワードが出て「一体化」「ܞ
·した。ࢲͲの研究所には「૯合」という໊前が付
いており，ࢦす方向に関࿈するのかなとのࢥいでฉ
かͤていたͩき·した。

研究所には大型ർ࿑試験機多種多様なࡐྉ試験
機，試験装置・設備があり·す。·た，建設機械の試
験研究にऔりΜできたܦ験があり，さらには，本࢛
架ڮに表される大型プロδΣクトの施工๏なͲをݕ
౼してきた実あり·す。খさな৫ではあり·す
が，・機械・地࣭・ؾి・ݯࢿなͲをઐとする
スタッフがҭってࢀり·した。これらの研究施設ਓ
·はଞの৫にはないಠ自性があると自ෛしておりࡐ
す。

，Θれたਫ਼ਆを大にしてݴઌੜからటषいとాࠓ
কདྷの施工技術をݟਾえ，օさΜからのχーζに応え
られる研究所をࢦしてࢀり·す。

本日はありがとう͟͝い·した。




